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本研究の目的は、 FOP (Fibrodysplasia ossificans progressiva進行性骨化性腺維異形成症:以下FOP)に関
する先行研究を検討し、これまでの研究の経過と最近の知見及び看護的課題を考察した。 PubMedで、キーワード
「fibrodysplasia ossificans progressiva, gene」 、 「fibrodysplasia ossificans progressiva, nursing」で検索した。





































































































































Nursing Clinics of North Americaでは、 Jonesが
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形態形成のレセプター遺伝子の形態異常として、 ACVRl、 ALK2、 BMPの異常が
ある。
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い】 【個にあわせた対応】 【休息・安心感の確保】 【個室を利用した援助】、デメリットとして【危険度の高さ】 【一人になって
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2.国際ジャーナル"Child Abuse and Neglect
国際ジャーナル"Child Abuse and Neglect　は、
1977年にエルゼビア社から創刊された国際学会誌

















































対策泣(CAPTA : Child Abuse Prevention and Treat
-ment Act [P. L. 93-247])が成立し、全米児童虐待と
ネグレクト対策センター( NCCAN : National Center









































予防および支援法( Family Preservation and
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年代 件 数 抽 出デ ー タ 児童 虐 待 に関す る社 会 背景
1700年 代 1776 (7月4日)独 立 宣言
1800年 代
1861 南北 戦争
1873 メ ア リー .エ レン .ウイル ソン事件
1875 SPCC (SocietyforthePrevention of Cruelty to
Children) 設 立
1877 AHAIAmericanHumane Association)設 立
1900年 代
1910 マ ン法
1920 CWLA (Child WelfareLeague ofAmerica)設 立
1935 社会 保 障法制 定
1946 キ ヤ フィー 、小児 の頭 蓋骨 、長 骨 のX線上 の変 化報
蝣I蝣口
1950年 代
1954 T.パ ー ソ ンズ 「イ ンセ ス ト .タブ ー」
1955 ウィー リー 、エ ヴ アン ス、X線写 真 か ら子 供 たちの
外 傷や 事故 の多 くは、養 育者 か ら故意 に児 童 に加 え られ て
でき た もので あ る とい うこ とを一 般 の人 達に報 告
1960年 代
1961 児童 虐待 防止 キャ ンペ ー ン (米 国 小児科 学会 シ ンポ
ジ ウム、座 長 ケ ンペ 医師 )
1962 H.ケ ンペ 「被 虐待 児症 候群 (BatteredChild
Syndrome) 」Jornalof theAmericanMedical
Association
1963 全米 児童 虐待 調査 662件 / 年、 重要 例 .致 死率
27% 、軽症 1万超 /午 )、 「虐待 報 告義務 法 」制 定、CPS
(ChildProtectiveService)全米 に設 置
1964 公民 権 法制定
1970年 代
1970 ペ ア レン ト .ア ノニマ ス設 立
1971 シ カ ゴ、 レイ プ ク ライ シスセ ン ター設 立
1974 児童 虐待 予 防対策 法 CAPTA
全米 児童 虐待 .ネ グ レク ト .セ ンター NCCAN)設立
1975 全米 児童 虐待 .ネ グ レク ト .情 報 セ ンター設 立
1977 ChildAbuse andNeglect創刊
1978 イ ンデ ィア ン児童 福祉 法
2 調 査報 告書 (報 告法 、アル コール と ドラ ッ グ、流産 との関係 )
1980年 代 5
アメ リカ ン .イ ンデ ィア ン の虐待 *3、 ドラ ッグアデ ィクシ ョンの母子 1980 養子 縁組 支援 お よび児 童福 祉改 革 法
関係 (特 にメ タ ドン [治療 の]母親 と子 ども) 、親子 関係 1984 虐待 被 害児 法 VOCAL)
1990年 代 15
子 どもが 中心の研 究、社会 (メデ ィア .キ ャンペー ン、ア ソシエ ー
シ ョン) 、司法 (裁 判、親 権 )、 アル コー ルや DⅤ問題 によ る後遺 症
1993家 族 にお ける虐待 予 防お よび 支援 法
(=子 どもの虐 待) 、性 的虐 待 (ア メ リカ ン .イ ンデ ィア ン部族 によ
る)、 ス トリー ト .チル ドレン 996 TANF
2000年以 降
22
女 性 (woman,female,女性 服 役囚 , メキ シ コ人女性 の体 罰問題 , ホー
ム レス女性 ,妊婦 *3,ア メ リカ ン .イ ンデ ィア ン女性, アル コー ル依
存 症の 女性 ), ハ ワイア ンへ の文化 的 介入 、精 神障 害、HIV/AIDSリス
ク*2、 健康 問題 、 プライ マ リ .ケア*2、州 規模 で の家庭 訪 問プ ロ グラ
ム、子 どもの成長 とレジ リエ ン ス、幼 児、 リスク と リスク フ アク
-2004 タ一、 家族 の機 能不 全*2、セ ル フ .エ ステ ィー ム 、メ タ ドン治療 か ら
の ドロ ップア ウ ト、幼少 時 の虐待 トラ ウマ に よる大 人 のス トレス、 ト
ラ ウマ に関 す る質問 誌調査 (ス ク リー ニ ング) 、CPS Child
ProtectiveService 児 童福 祉機 関 あ るいは専 門職 員 )、性 的虐 待 問
題 に よる家 族の機 能 不全 、 累犯性 、家 庭裁 判所
2005~2009 19
メタ ンフ ユタ ミン依 存 (患者 の個 性 によ る結果 の違 い) 、女 性依 存症
者 の治療 モ チ ヴュー シ ヨン 、母親 の依 存症 対策 (個 性 によ る違 いが あ
る児童福 祉 専門 家 の介入 法) 、大 人 の レズ ビアン、 コカイ ン常習 女性
か ら生 まれ た子 どもへの 心理 的影 響 、ラテ ン .ア メ リカ系女 性 の摂食
障 害、 ア ラスカ のハ イ リス ク家族 へ の家庭 訪 問プ ロ グラム、 被虐 待児
へ の早 期介 入*2 (子 どもの健 康) 、HIV/AIDSリス ク*3、子 どもの成長
と近隣住 民 の個性 によ る役 割 とレジ リエ ンス の影響 、精 神的 デ ィス ト
レス と リスク フ ァクター 、 ス トレス の蓄積 と薬 物依 存lケア提供 者 の
脆 弱性 とパ ー トナー か らの暴 力、 長期 的効 果 、CPS、薬 物依 存 か らの
回復指 導者 (の役 割 )、 ぺ リネイ タル .ケア のない 母親 か ら生 まれ た






































































































































































≪グループ活動 を通 じた社会参加へ の意欲≫
【グル ープ活 動の経験 と役立 ちたい思 い】
く過去の仕事のグ′レ一プ実践スキ′レ>





【社会 とのつ なが り】
く家で噌 舌が広がる>
く世間のことがわかる>
≪気楽 に気遣 い合 う関係性 の構築 ≫













































































































1)厚生統計協会:国民衛生の動向56 (9). 40-41, 2009.




































































































































































理" "合併症" "感染症"、 "肝炎"は"ウイルズ'"肝硬
変"と、 2004年から多用されるようになった"ドナー"






















2〔Ⅸ)　　肝炎(47) 、術後(39) 、検討(39) 、成人(35)
2001　　術後(45) 、成人(44) 、検討(36) = ・感染症(15)
2002　　　成人(47) 、肝炎(39) 、検討(38) 、術後(30)
2003　　　成人(54) 、適応(39) 、検討(38) 、問題点(33)
2004　　　ドナー(86) 、検討(79) 、成人(69) 、月瑚包癌(54) 、問題点(35)
2005　　　検討(70) 、成人(60) 、術後(47) 、ドナー(46) 、肝炎・肝硬変(32)
2〔耶　　　検討(71 ) 、成人(54) 、ドナー(55) 、小児(37) 、成績(34)
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4)　日本肝移植研究会:年間報告. 2003-01-23
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9)　市田隆文:生体肝移植におけるドナー選択のピッ























由」 「注射方法と穿刺部位」 「検査中の体位のとり方」 「看護師が行う体位固定」 「皮膚刺激や痛みの特性」 「子ども












































































































































































































































b.検査前の絶飲食:9(9) 検査の 2時間前には食べたり飲んだりしないでね/検査前 2時間は飲
食は我慢 しよう
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7)　山下暢子,定康和香子,舟島なをみ:看護学実習に
おける学生行動の概念化.看護学教育学研究, 12
(1) , 15-28, 2003.
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回復期 リハビリ病棟の特性を理解する 三期掛垂が連既している/日常生活行動すべてがリハ ビリである
環境整備の意味を考える 環境整備I潮 予防のためでもあることに気づく
リハ ビリ看護の難 しさを感 じる 「見守る」という平脈 ミ難しいと感 じる 患者のできることを見出し見守るか介助するかの中断 が難しいと思 う





受け持ち患者を観察する ベ ッドサイ ドや リハビリ見学で受け持ち患者を観察する
看護師や病棟スタッフを観察する 食事介助やリハビリ日欄 両やスタッフを観察する








手 さぐりでケアを実践する 患者やスタッフの状況から自分のするべきケア 食事介助やリハビリの見学中に、スタッフの状況を見ながら、自分ができ
を中断 し、手探 りで実施する る援助はなにか考え、実施する
患者が高齢者であることを意識する 高齢患者であるため、調燕をしないように注音する
表2.実習2日目の学びの特徴

























患者に合わせたケア方法を判断する 患者の生活行軌や リハビリを観察し、介助方法を中断 する





ケア方法の中断 に難 しさを感 じる 場合に応じたケア方法を判断す ることが難 しいと感 じる
振 り返 りやカンファレンスにより
具触 勺なケア方法を中断 する
ケア実践を振 り返 り、評価する 患者の反応からケア実践を振り返り評価する















患者の反応に一喜一憂する 患者の反応に安心 .喜び .驚きを感 じる 患者の反応に安心 し、よろこぶ/患者の反応に驚 く








患者の意思を尊重 しながら適切な 患者の意思を尊重しながら、患者に合わせたケ 患者の意思を考慮 しながら、看護としてどのようなケア方法が適切か考え
ケア方法を中断する ア方法を考える る
患者に合わせたケアを実践する 自ら中断 したケア方法を実践する 自分が判断したケア方法を実践する
他者からの助言をもとにケアを実践する 臨床指導者 .他学生 .教員からの助言をもとにケアを実践する
ケア実践の評価 .修正を行 う ケア実践を振 り返 り評価する 患者の反応を踏まえ、ケアを振 り返 り評価する
学びを活か したケア実践ができることを願 う 既習知識と実習の学びを活かしたケア実践ができることを願 う
適切なケア方法の判断に困惑 し疑 患者の反応か ら適切なケア方法の判断に難 しさ 休息と活動 について、どのような対応をすればよいのか判断することが難
























ケア技術に対する力不足を感じる 自分のケア技術力不足を感 じる 自分のケアに柔軟性がないと感 じる
看護過程を理解 し、ケア実践の評
価 .修正をする
ケア実践を振 り返 り、評価する 患者の反応からケアを振 り返 り、評価する
看護過程を理解する 実習により情報収集からアセスメン トし、ケアの計画と実践につながるこ
とを実感する



































































































































































































































































































































3) Jeanette S Brown, George Sawaya, David H Thorn,
et. al : Hysterectomy and urinary
















8) Fielding JR: Practical MR imaging female
pelvic floor weakness. Radiographics, 22, 295-
304, 2002.
9)後藤百万, Jenny Donovan, Jacques Corcos他:尿
失禁の症状　QOL質問票:スコア化ICIQ-SF.日本神




























































































の診断」 、 「産婦と月勧E己の健康状態の診断」 、 「分娩進行
に伴う産婦と家族のケア」 、 「自然な経瞳分娩の介助」



















分娩進行状態の診断は、 「頚管関大度の診断」 、 「展









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本公衆衛生誌　49(7) , 660-669, 2002
7)斉藤恵美子、国崎ちはる、金川克子:家族介護者
の介護に対する肯定的側面と継続意向に関する検
討,日本公衆衛生誌, 48(3) , 180-189,2001
8)模井成美:介護肯定感がもつ負担感軽減効果,心
理学研究, 70(3), 203-210, 1999
9)陶山啓子、河野理恵、河野保子:家族介護者の介
護肯定感の形成に関する要因分析,老年社会科学,








.福祉用具貸与や住宅改修は有難い *さまざまな介護サー ビ **介護サー ビスのニー
.訪問リハ ビリテーションはもつと増やせると良い スは有難い0 さらに利用 ズは高い0さらに、有難
.通院時ふれあいバスを利用し助かっている したい い反面、事務手続きの簡
略 さ、適切な認定、より.調査やサー ビス利用の手続きが大変
.認定調査訪問時間が短 く (要介護者の)状態を正しく見てもらえ 柔軟なサービス利用が望
まれるてい ないと思 う
. (介護者が)気軽に外出できるようにしてほしい
.シ ョー トステイ、デイサービス、訪問介護の利用について、施 *家族の状態にあった介
設、期間 (期 日)、利用時間が自由に選択できない 護サー ビスをもつと自由
.ショー トステイ、デイサー ビスの利用可能回数が少ない0要支援 に選択できる柔軟 さを望
も介護度 とは別枠で利用枠がほしい0年に1回ぐらいは む (利用施設、時期や時
間等ー
.介護者は子育て、大病などさまざまな介護以外の負担もあるので *普段の生活には介護以 **日常生活には介護以
(ダブル .トリプルパンチ)、訪問介護、訪問看護、訪問入浴、 外の事柄もあるので、要 外のこともあるので、さ




















.子どもの有無、別居 .同居にかかわらず、著者介護のため四六時 *家族 との同居別居 にか **人間関係をもつこ
中不安である かわ らず、介護者も要 とで、要介護者、介護
.ホームヘルパーのいないときは不安である 介護者 も孤立するので 者 も共に生き生きとし






.要介護者はデイサー ビスやショー トステイの利用により、人間関 *要介護者はデイサー ビ
係が活性化 し明るくなった スや訪問介護の利用によ
.デイサー ビスでは認知症と身体障害を別々にわけてほしい り人間関係をもち、生き




.要介護者の配偶者 (秦)は、本人のデイサー ビス利用を嘆いてい *例えば、介護者が嫁の場合、要介護者やその配偶者


















.農山村地域 のため公共交通機 関の利便性が悪 く、通院が困難で
困っている
.地元に密着 した相談窓口がほしい





.近所、親戚から "長男の嫁が介護 してあたりまえノとみ られ * "長男の嫁は介護してあ **長 男の嫁 としてのプ
てしま う たりまえ"とい う慣習のな レツシヤーや急にふ りか
.主人が親不孝にみ られるのが嫌やつたから (義父を)介護す か、夫のため、両親に心配 か る介護 の現実な ど理不
るしかなかった かけないようにと、周囲の 尽 な感 情に悩ま されてい









. (認知症初期 の)要介護者の 「アホになった0アホになつ 現実の介護状況に今にも押
た」 「私はじめて聞きました」の繰 り返 しにどう対応 してよい しつぶされると強い不安を
か混乱した 感 じている






.介護者が (認知症という病名に)一番 こだわっていた *認知症 とい う病名にこだ **介護者 のこだわ り、











だった0デイサー ビスやシ ョー トステイを利用したり、他の娘 どうかは、家族内の人間関係の良否が大きく左右する
に勤務を休んでもらって対処 した0
.嫁姑の問題がものすごく、介護はとてもきつかった0何でも
かんでも (姑に対 して)我慢 していた反動かな?
.『おばあちゃんの人生いろいろあって、頑張って釆はったん *同じような境遇にある介 **介護の (家族の)内
やな』と考えるゆとりが出てきたら、ひ どいこと言うた 護者や家族 との交流は新 し 外で新しい関係性をみつ
な ...と思える い関係の発見とな り、介護 けられることが閉塞的な
.主人も 「何でもやる」と言ってくれた0家族みんなで協力し 者 自身の学び、成長、家族 介護者の扉を開くきつか






なってくれはつたか ら学べたことが一杯ある で、いつのまにか 『要介護
.お父さん (義父、要介護者)の世界に合わせることができる 者への愛情』 『家族への感




.中途半端 (葛藤か ら抜けられない状態)やと結局はえらい目 *介護者は自分の大変さば **様々な葛藤、体験、
に合っただけで終わってしまう かりに目を向けがちだが、 物事の捉え方の変化等に
.どうしたら自分の気持ちを穏やかにして接することができる 穏やかな気持ちにな りたい より、介護者の要介護者
か葛藤し、模索した という葛藤のすえ要介護者 ヘの理解が深まり前向き












.自分自身に 「いつまでもじやないよ」 と言いきかせて、やつ 方により、困難な状況も前
と一つ山を越え、また、次の場面 という繰 り返し 向きに変化 し続ける
. (施設に)預けることは逃げることでなく、預かってもらう
と思 うと介護者は助かる
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「奄法」 「清拭」 「配膳・下膳」 「車椅子移動」 「体温」 「脈拍」 「血圧」 「呼吸数」といった、様々な場面で多くの患者に共通し
て提供できると考えられる10項目であった。一方、実施経験者が少なかった項目は、 「口腔ケア」 「排尿誘導」 「尿器・








































































した。実施水準はA 「見学」 B 「指導者と一緒に





B 「指導者と一緒に実施」 C 「指導者の指導・監
ベッドメイキング シーツ交換
環境整備
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図1環境整備、ベッドメイキング・シーツ交換
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測定の中の「体温」 「脈拍」 「血圧」 「呼吸数」の
10項目であった。また、 5割以上の学生に実施経験が














































































備」 「ベッドメイキング・シーツ交換」 「奄法」 「清








































































































2) Riggio R. E., Tucker J. : Social skills and deception ability. Personality and Social
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【電子文献の場合】
6) ABC看護学会: ABC看護学会投稿マニュアル　2003-01-23 (入手日)





























































































































タイ トル (中央)14ポイン ト
サブタイ トル (中央)12ポイン ト
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編　集　後　記
この度、滋賀医科大学看護学ジャーナル第8巻第1号を発刊する運びとなりました。各領
域における研究活動として投稿いただきました研究者の皆様、ご多忙のなかにもかかわりま
せず査読をご快諾いただきました皆様に深く感謝申し上げます。
本誌の編集発行に際し、畑下博世委員長をはじめとする編集委員一同、精一杯の努力を
いたしてまいりました。昨年度に引き続き、査読結果が投稿者との意見交換の場となり、さら
なる気づきや質の向上につながったと確信いたしております。巻を重ねて、本ジャーナルが
若手研究者とともに成長されますよう、また、研究成果が活用され、新たな研究テーマと繋が
りますことを期待しております。
最後に、 『滋賀医科大学看護学ジャーナル』を益々充実したものにしていきますために、
今後とも皆様のご支援とご鞭桂を賜りますようお願い申し上げます。
山口豊子
「滋賀医科大学看護学ジャーナル」編集委員
委　員　長　　畑下博世
委　　　　員　　山口　豊子　久留島美紀子　荻田　美穂子　白坂真紀　遠藤知典
表紙デザイン　　高谷裕紀子
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